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1 背景と目的 
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目的：統計資料と地理情報を用いて、資源回収作物による 
　　　潜在的な窒素回収量を推算する 
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5種類の野菜：キュウリ・メロン 
ナス・トマト・ホウレンソウ 

施設園芸における作付面積（高知市） 

対象とする地域と作物 
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対象地域：高知市 

> 面積：309.22 km2 

> 26 地域 (17 + 9) 

旧高知市 

旧春野町 

4 施設園芸の例（旧春野町） 
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データ 
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統計資料と文献： 
   > 第52次高知県農林水産統計年報2005 ~ 2006 (作付面積) 
   > 2005年農林業センサス (露地・施設作付面積) 
   > 施肥基準（高知県・愛媛県） (窒素施肥量と目標収量) 
   > 収穫物以外の地上部養分量／収穫物の養分量 (窒素吸収量) 

地理情報： 
   > 2005年農林業センサス (地図：旧市町村) 

聞き取り調査：(作付体系や施業について) 
   > JA春野 
   > 高知県園芸連       
圃場実験： 
   > クリーニングクロップ(トウモロコシ：KD731)の生育 (窒素回収量) 
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推算方法 
作付面積 収穫量 

施設 露地 

作型 

窒素施肥量 

施肥基準 

目標収量 

作物中の窒素 

窒素含有率 

残渣中の窒素 - ( + ) = 余剰窒素 

回収窒素量 

クリーニングクロップ
による窒素回収量 

作型ごとの収穫量 

旧高知市・旧春野町(2) 
農林業センサスにおける旧市町村(26) 空間分布の推定 
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露地 

聞き取り 
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結果：施設園芸における作付面積 

(a) 5種の合計 (b) キュウリ (c) メロン 

(d) ナス (e) トマト (f) ホウレンソウ 
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結果：各項目における窒素量 

(a) 施肥による供給 (b) 作物による吸収 

(c) 土壌中の残存 (d) クリーニングクロップによる回収 
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結果：集計表 

地域別・作物別の作付面積と窒素量 
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考察 

> 旧春野町の影響が大きい. 
 作付面積は旧高知市の7倍 

> 施肥された窒素のうち約47%は野菜によって吸収 

> クリーニングクロップによる回収量は14000kg 
 土壌中の残存量の約26% 
 CCによる回収率：100kgN/ha (圃場実験に基づいて決定) 
 この量は他の結果と比較して低い数値 

第五回　四国GISシンポジウム　平成24年1月10日　サンポートホール高松 

11 

まとめと今後の課題 
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クリーニングクロップによる潜在的な窒素回収量を見積もった 
 > 高知市における推定量は約14000kg 
 > 大半が非常にせまい地域に存在 
  　　>>> 回収と処理に有効 

今後の予定: 
 > 不確定要素が非常に多いので精度を上げる 
 > グリッド単位・施設単位の推定を試みる 
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